
突
如
、

流
れ
弾
が
頭
上
の
岩
肌
に
当
り
響
き
が
谷
間
を
走
る
。

一
瞬
の
た
め
ら
い
の
後
右
側
に
山
道
を
下
り
る
。
破
壊
家
屋
と

火
炎
の
た
め
の
黒
煙
が
た
ち
こ
め
昼
な
お
暗
く
瓦
礫
と
岩
間
に

こ
だ
ま
す
る
銃
声
の
中
を
進
む
。
軍
公
路
を
真
っ
直
ぐ
に
走
る

歩
兵
部
隊
と
別
れ
敵
兵
舎
を
抜
け
、
九
十
九
折
れ
の
岩
路
を
進

ん
だ
。
出
会
い
頭
に
洞
窟
か
ら
敵
兵
二
名
両
手
を
挙
げ
飛
び
出

す
。
間
隔
を
入
れ
ず
銃
弾
で
倒
す
。
瓦
礫
を
踏
み
分
け
岩
角
を

廻
れ
ば
数
頭
の
支
那
馬
の
影
。

午
後
三
時
す
ぎ
、
工
兵
隊
の
地
雷
除
去
作
業
の
進
捗
を
待
ち

指
揮
小
隊
は
北
門
か
ら
紡
績
工
場
に
向
け
引
き
帰
す
。
そ
の
先

頭
に
あ
っ
て
約
二
十
頭
の
支
那
馬
の
群
を
ひ
き
連
れ
た
奥
村
隊

長
の
得
意
顔
。
戦
果
は
大
き
い
。

思
え
ば
六
月
、
新
墻
河
渡
河
以
来
泥
濘
と
峻
険
の
中
を
行
軍
、

病
魔
と
米
軍
機
の
銃
撃
に
よ
り
数
多
く
の
輓
馬
を
倒
し
、
乗
馬

を
輓
馬
に
替
え
、
な
お
火
砲
一
門
の
残
置
を
や
む
な
く
し
た
。

中
隊
の
み
な
が
歓
声
に
湧
き
凱
歌
を
あ
げ
た
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。

他
中
隊
の
羨
望
に
応
え
て
戦
果
を
分
け
あ
い
、
残
余
の
捕
獲

馬
に
馬
掛
将
校
禰
宜
中
尉
の
発
案
で
桂
奥
・
桂
林
・
桂
長
・
桂

崎
・
桂
■
・
桂
原
と
中
隊
幹
部
の
頭
文
字
を
名
付
け
た
の
は
桂

林
市
街
戦
の
硝
煙
消
え
た
一
週
間
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

今
に
し
て
思
え
ば
河
南
（
信
陽
）
か
ら
湖
北
へ
、
湖
南
か
ら

更
に
広
西
へ
千
数
百
キ
ロ
に
及
ぶ
大
陸
縦
断
、
そ
れ
は
ま
さ
に

空
し
い
い
ば
ら
の
途
で
あ
っ
た
。

不
幸
な
戦
争
を
省
み
る
　 

滋
賀
県
　
北
川
次
郎
　 

私
は
昭
和
十
五
年
の
徴
兵
検
査
で
、
第
二
乙
種
と
な
り
、
軍

籍
は
第
一
補
充
兵
で
あ
り
ま
し
た
。
在
郷
軍
人
と
し
て
銃
後
の

護
り
に
頑
張
っ
て
お
り
、
本
土
空
襲
に
備
え
て
防
空
訓
練
が
行

わ
れ
、
夜
間
の
灯
火
管
制
は
厳
し
く
、
少
し
で
も
野
外
へ
灯
が

漏
れ
て
い
な
い
よ
う
訓
練
さ
れ
、
真
っ
暗
闇
で
し
た
。

農
繁
期
に
な
れ
ば
出
征
軍
人
の
留
守
家
族
へ
の
手
伝
い
、
出

征
兵
士
の
見
送
り
等
、
何
時
か
は
私
も
応
召
さ
れ
る
日
が
来
る

と
覚
悟
を
し
て
い
る
時
、
昭
和
十
七
年
八
月
二
十
四
日
教
育
召

集
令
状
が
届
き
、
十
月
三
日
午
前
八
時
京
都
伏
見
区
深
草
中
部



第
四
十
三
部
隊
第
二
中
隊
（
輜
重
隊
）
へ
入
隊
す
べ
し
と
の
令

状
で
あ
り
ま
し
た
。

百
十
日
間
の
教
育
で
す
。
当
日
は
役
場
の
兵
事
係
の
神
屋
さ

ん
の
付
き
添
い
で
営
門
を
く
ぐ
り
、
初
め
て
の
軍
隊
生
活
が
始

ま
り
ま
し
た
。

翌
日
か
ら
ラ
ッ
パ
の
音
で
跳
ね
起
き
、
点
呼
、
馴
れ
な
い
馬

の
手
入
れ
、
厳
し
い
訓
練
が
続
き
ま
し
た
。
よ
う
や
く
百
十
日

間
の
教
育
も
無
事
に
終
り
、
十
八
年
一
月
二
十
日
召
集
解
除
で

除
隊
の
日
で
す
。
中
隊
長
の
訓
辞
で
「
諸
君
は
本
日
は
教
育
召

集
解
除
で
一
旦
除
隊
は
す
る
が
何
時
臨
時
召
集
令
状
（
赤
紙
）

が
行
く
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
覚
悟
で
銃
後
の
護
り
を
せ
よ
。

」

と
い
わ
れ
、
落
ち
着
か
な
い
日
が
続
き
ま
し
た
。

三
月
十
八
日
正
午
頃
、
役
場
の
吏
員
さ
ん
が
「
次
郎
さ
ん
来

た
ぞ
な
あ
」
と
召
集
令
状
（
赤
紙
）
を
持
っ
て
来
ら
れ
、「
三

月
二
十
四
日
の
午
前
八
時
京
都
伏
見
区
中
部
第
三
十
七
部
隊
へ

入
隊
で
す
」
と
。
覚
悟
は
し
て
い
ま
し
た
。
日
本
男
子
と
生
ま

れ
、
一
度
は
野
戦
へ
征
き
、
お
国
に
御
奉
公
も
し
た
い
と
思
い
、

兵
隊
に
も
あ
こ
が
れ
て
も
い
ま
し
た
が
、

い
よ
い
よ
と
な
る
と
、

留
守
中
の
こ
と
を
思
え
ば
、
年
老
い
た
る
父
、
若
き
妻
、
一
歳

に
満
た
な
い
長
男
、
障
害
を
持
つ
兄
弟
、
気
に
な
る
こ
と
ば
か

り
で
す
。

三
月
二
十
四
日
午
前
八
時
、
中
部
第
三
十
七
部
隊
の
営
門
を

く
ぐ
り
、
無
事
身
体
検
査
も
済
み
、
翌
日
二
十
五
日
は
軍
装
検

査
、
新
品
の
軍
衣
に
身
を
固
め
、
二
十
六
日
早
朝
、
伏
見
を
出

発
し
て
堅
田
東
洋
紡
績
男
子
寮
へ
行
軍
、
新
品
の
軍
靴
で
途
中

足
に
は
豆
が
出
来
て
行
軍
の
つ
ら
さ
を
体
験
し
た
こ
と
を
い
ま

だ
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。

四
月
十
九
日
夕
刻
堅
田
の
皆
さ
ん
に
見
送
ら
れ
、
大
津
駅
よ

り
軍
用
列
車
に
乗
車
し
て
下
関
港
よ
り
関
釜
連
絡
船
で
、
朝
鮮

釜
山
港
。
四
月
二
十
一
日
朝
上
陸
し
、
初
め
て
見
る
朝
鮮
の
ハ

ゲ
山
、
お
粗
末
な
民
家
を
眺
め
な
が
ら
、
貨
物
列
車
で
一
路
中

支
派
遺
軍
嵐
六
千
二
百
十
三
部
隊
へ
と
輸
送
さ
れ
ま
し
た
。

約
一
週
間
の
長
い
輸
送
の
後
、
中
国
大
陸
を
流
れ
る
揚
子
江

沿
岸
浦
口
に
到
着
し
、
目
前
に
滔
々
と
流
れ
る
揚
子
江
を
見
て
、

小
学
校
時
代
に
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
中
国
大

陸
に
来
た
感
が
し
た
。

揚
子
江
を
渡
河
し
て
南
京
に
上
陸
、
私
達
の
百
九
連
隊
は
当

時
江
岸
警
備
の
任
務
に
よ
り
、
揚
子
江
上
流
の
東
流
に
駐
屯
し



て
お
り
、
そ
の
補
充
要
員
と
し
て
追
及
し
た
の
で
す
。
五
月
六

日
私
は
第
二
大
隊
（
向
井
隊
）
は
行
李
兵
と
し
て
、
彭
沢
ま
で

揚
子
江
を
朔
り
、
方
家
嶺
に
到
着
し
ま
し
た
。
丘
陵
地
帯
に
バ

ラ
ッ
ク
建
て
の
兵
舎
、
厩
舎
が
建
っ
て
お
り
、
夜
に
な
る
と
ラ

ン
プ
の
灯
、
ド
ラ
ム
缶
の
風
呂
、
い
か
に
も
野
戦
へ
来
た
思
い

が
し
ま
し
た
。

部
隊
も
七
月
に
移
動
が
あ
り
、
湖
口
よ
り
一
キ
ロ
程
離
れ
た

三
里
街
に
駐
屯
す
る
こ
と
と
な
り
、
行
軍
に
よ
り
移
動
し
ま
し

た
。
十
月
に
は
警
備
部
隊
か
ら
戦
闘
部
隊
と
な
り
、
連
隊
行
李

に
転
入
し
て
、
常
徳
作
戦
に
参
加
、
は
じ
め
て
の
間
は
毎
日
長

距
離
行
軍
が
続
き
馬
と
共
の
行
動
で
す
。

常
徳
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
空
襲
も
あ
り
夜
間
の
行
軍
か
ら
夜

間
の
行
動
が
多
く
な
り
、
真
暗
な
夜
行
軍
に
は
馬
の
尻
尾
に
白

い
布
を
着
け
、
そ
れ
を
目
印
と
し
て
の
行
軍
で
す
。
落
後
し
た

ら
敵
の
捕
虜
と
な
る
の
で
部
隊
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
決
し
て
で

き
ま
せ
ん
。
毎
夜
の
行
軍
で
疲
れ
る
と
歩
き
な
が
ら
眠
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

常
徳
作
戦
で
は
布
上
連
隊
長
以
下
多
く
の
犠
牲
者
も
で
て
、

私
と
共
に
入
隊
し
た
戦
友
も
三
名
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
、
異
国
の

地
に
埋
葬
し
ま
し
た
。
追
悼
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

一
月
武
昌
の
南
方
油
坊
嶺
に
部
隊
は
集
結
し
て
次
期
作
戦
の

準
備
と
な
り
、
関
東
方
面
出
身
の
補
充
兵
が
到
着
し
て
訓
練
を

受
け
、
私
達
の
同
年
兵
も
兄
貴
顔
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
一
安

心
で
す
。

四
月
二
十
二
日
部
隊
は
湘
桂
作
戦
に
参
加
す
べ
く
行
動
開
始

と
な
り
、
毎
日
行
軍
が
始
り
七
月
ご
ろ
に
洞
庭
湖
の
湖
岸
浣
江

の
近
く
で
一
ヵ
月
ほ
ど
駐
留
し
、
十
月
ご
ろ
宝
慶
附
近
三
塘
沖

で
第
一
線
の
警
備
と
な
り
、

毎
夜
歩
■
の
勤
務
に
服
し
ま
し
た
。

二
十
年
の
正
月
は
山
の
中
の
三
塘
沖
で
迎
え
ま
し
た
。
最
後

の
作
戦
と
な
っ
た
■
江
作
戦
は
四
月
二
十
二
日
行
動
開
始
で
山

岳
地
帯
の
行
軍
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
作
戦
は
以
前
の
戦
い

と
は
異
な
り
、
敵
機
の
飛
来
も
多
く
、
昼
間
は
休
み
、
夜
間
の

行
動
ば
か
り
続
き
ま
し
た
。
私
達
馬
部
隊
は
第
一
線
の
戦
闘
に

は
参
加
し
な
い
の
で
す
が
、
行
軍
中
敵
陣
地
よ
り
の
迫
撃
砲
の

砲
弾
、
小
銃
弾
が
頭
の
上
を
飛
び
去
り
、
敵
機
の
投
下
し
た
焼

夷
弾
に
よ
り
一
面
火
の
海
と
化
し
、
馬
と
兵
三
名
共
に
焼
死
し

て
谷
間
へ
転
げ
落
ち
ま
し
た
。
私
の
眼
前
の
惨
事
で
あ
り
ま
し

た
。



五
月
、
敵
も
強
く
、
や
む
無
く
反
転
命
令
に
よ
る
退
却
と
な

り
、
犠
牲
者
も
続
出
、
負
傷
兵
も
歩
け
な
い
も
の
は
手
榴
弾
で

自
爆
す
る
者
、
部
隊
は
玉
砕
寸
前
の
危
機
に
直
面
し
、
部
隊
長

命
令
に
よ
り
私
も
重
要
書
類
を
焼
却
し
、
残
骸
は
深
く
埋
没
し

ま
し
た
。
五
月
十
三
日
夕
刻
で
あ
っ
た
。
幸
い
に
も
友
軍
の
援

護
に
て
無
事
山
門
へ
脱
出
で
き
、

再
び
宝
慶
に
集
結
し
ま
し
た
。

八
月
十
五
日
の
終
戦
の
報
告
を
受
け
た
の
は
二
日
程
遅
れ
て

で
あ
り
ま
し
た
。
九
月
上
旬
よ
り
岳
州
の
近
く
栄
家
湾
ま
で
行

軍
で
退
り
、
こ
こ
で
武
装
解
除
と
な
り
全
兵
器
返
納
し
て
兵
隊

は
丸
裸
と
な
り
、
捕
虜
の
身
と
な
り
ま
し
た
。
次
第
に
食
糧
事

情
も
悪
化
し
、
た
だ
帰
還
命
令
を
待
つ
ば
か
り
で
す
。
毎
日
使

役
に
出
て
甘
藷
を
民
家
よ
り
も
ら
っ
て
帰
り
、
空
腹
を
満
た
し

生
命
を
継
ぎ
ま
し
た
。

よ
う
や
く
二
十
一
年
四
月
に
な
っ
て
移
動
命
令
が
出
て
、
武

昌
よ
り
漢
口
を
経
て
北
支
廻
り
の
列
車
輸
送
で
上
海
に
到
着
、

六
月
中
旬
ご
ろ
上
海
港
よ
り
乗
船
、
鹿
児
島
港
へ
上
陸
し
ま
し

た
。
本
土
の
山
が
見
え
か
け
た
時
の
感
激
は
忘
れ
る
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
。
私
は
無
事
に
帰
還
で
き
懐
か
し
い
故
郷
へ
帰
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
が
、
異
国
の
地
で
青
春
の
華
と
散
っ
た
戦
友

諸
氏
、
本
土
空
襲
に
よ
り
犠
牲
と
な
ら
れ
た
多
く
の
人
々
、
尊

い
生
命
を
失
わ
れ
た
方
々
の
事
を
思
え
ば
、
今
日
の
平
和
を
永

遠
に
た
も
ち
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
惨
事
の
起
こ
ら
な
い
よ
う

努
め
る
の
が
私
達
に
課
せ
ら
れ
た
任
務
で
あ
り
ま
す
。

四
十
有
余
年
の
昔
を
省
み
て
筆
を
執
り
ま
し
た
。

軍
国
主
義
の
渦
の
中
の
人
生
　 

新
潟
県
　
宮
野
甚
之
丞
　 

私
は
専
業
農
家
の
長
男
と
し
て
明
治
三
十
一
年
生
ま
れ
、
大

事
に
育
て
ら
れ
て
同
三
十
八
年
四
月
義
務
教
育
四
年
制
度
に
一

年
生
と
し
て
入
学
し
た
者
で
す
。

当
時
、
日
本
は
世
界
最
大
の
大
国
ロ
シ
ア
に
陸
海
軍
と
も
大

勝
し
、
国
中
沸
き
に
沸
い
て
お
っ
た
と
き
で
し
た
。
新
津
か
ら

水
原
新
道
を
凱
旋
兵
が
帰
っ
て
き
た
の
を
迎
え
た
思
い
出
が
あ

る
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
の
日
本
は
軍
国
主
義
の
道
を
突
き
進
ん

だ
の
で
す
。
私
は
そ
の
後
学
制
が
六
年
制
に
な
り
、
農
業
は
自

給
自
足
の
時
代
で
あ
り
ま
し
た
の
で
農
林
学
校
に
学
び
、
基
礎




